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特�集�

第� 回�
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　ある中学校の美術教師から聞いた話である。同じ美術を受けもっている他校の先生�

方に授業を公開�し�研究協議に臨むのは何でもないが、自分の学校にいる他教科の先生�

方に授業を公開�し�て質疑応答や意見交換をするのは怖いくらい緊張するそうだ。美術�

の活動内容はわかってもらえても、美術の学習内容についてうまく説明�し�、理解�し�て�

もらうことは難�し�く、他教科の先生方からの鋭い質問や問題点などの厳�し�い指摘に対�

し�て明快な受け答えができなかったことが今でも忘れられず悔�し�かったという。その�

反面、他教科の先生方と研究協議を通�し�て切磋琢磨�し�た経験は、その後の美術教師と�

し�ての力を磨く上で大いに役立ったと話�し�ていた。�

　我が国の「授業研究」は、世界に誇れる効果的な指導力向上方策の一つと言われて�

いる。授業者は、深い教材研究に裏打ちされた効果的な題材開発と、目の前の子ども�

たちの的確な実態把握に基づく綿密な指導計画のもと、適切な材料や用具を準備�し�て�

授業に臨む。参観者は、授業者が作成�し�た学習指導案を手に、さまざまな観点で授業�

を観察�し�ながら効果的な指導方法を探る。授業後、授業者と参観者の活発な質疑応答�

や意見交換を通�し�て、焦点化�し�た内容について協議を深めていく。こう�し�た「授業研�

究」は今後も大事に�し�たい学校文化である。�

　今日、�美術教師が激減�し�ていく時代を迎えている。�美術教師のつながりの中での�「授�

業研究」にも限界がある。そうであるならば、勤務校の同僚である他教科の教師を相�

手とする校内での「授業研究」に積極的に名乗りをあげてはどうだろうか。他流試合�

的な緊張感と同僚相手の安心感の中、確かな授業づくりに大きな効果が期待できるは�

ずだ。�

　造形教育にかかわる確かな授業づくりが、豊かな未来をつくっていくと信じている�。�

アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

「�歯が�ゆ�い�傍観」�
米谷　�清和�

（日本画家）�

確かな授業づ�く�り�か�ら�始め�よ�う�

授業�を�つ�く�る�

未来へつなげ�る�造形教育�

　久�し�ぶりに画材を買っ�たついでに渋谷の街を�歩い�
てみた。こんな場所�あったっけ、この前は�何だった�
だろうと思い出せな�い実に曖昧な記憶。�
　私が上京�し�たのは東急本店ができ�て間もない頃だ�
った。玉川電鉄はま�だ路上を走っていた。�新玉川線�
は、今では地下を走�り、東急文化会館跡地�には高層�
ビ�ルが建設中である。こ�れから東急東横店が取�り壊�
され、副都心線と東�横線が直結するら�し�い。渋谷駅�
の顔が変わる。現実�の変貌はテ�レ�ビ�で見ているより�
激�し�い。�
　私は日頃、都市の�日常をテーマに描いて�いる。若�
い頃の主な取材場所�は身近な渋谷の街だっ�た。ホー�
ムの一角を巨大な黒�いコンクリー�ト�のかたまりの高�
速道路が覆っている�。駅から続く人が歩く�だけで揺�
れる長い歩道橋の真�下には、車の往来の激�し�い国道�
246号�線、�ト�ラ�ックが�通るた�びにも�っと揺�れる。朝�
夕にその長い歩道橋�を急ぐ通勤の人々を遠�くから眺�
めて、まるで巡礼の�列のようだと思った。�公衆電話�
をかけている人たち�の姿を見て、それぞれ�の見えな�
い相手との会話をそ�の表情から推測�し�ていた。�

　よく似たポーズ�を�し�て並んで電話をか�けている人�
たちは全くの無関�係、人が替わって同�じ�光景が繰り�
返される。携帯電�話の普及でその光景を�今はもう見�
ることがない。�
　好んで雑踏に紛�れることもあった。見�知らぬ人の�
背中に行き先を委�ね流されながら、孤独�というより�
安堵を覚えたり人�の温もりを肌で感�じ�たり�し�ていた。�
孤独の中の関係、�反構成の構成、非関係�の関係、求�
めていたのは便利�と危険が隣り合わせ、�慣れと無意�
識に潜む社会への�警鐘だったかも�し�れない。それで�
もお互いそれぞれ�に生きている人の温も�りを感�じ�て�
いたのだろう。�
　2011年�3月11日の東日本大震災。�テ�レ�ビ�は、�押�し�
寄せる津波でスロ�ーモーションのように�家が流され�
てゆく様子を映�し�ていた。交通、通信機�能が麻痺す�
るなかを歩いて家�路へ向かう人の波。今�までに見た�
ことのない光景に�ただ呆然と�し�ていた。あれから半�
年、社会の常識、�価値観が変わり始めて�いる。未だ�
に傍観者で�し�かないことに恥�じ�ながら、私の中でも�
何かが変わりだ�し�蠢いている。�

（よねたに　きよか�ず）�

うご�め�

「夕暮れの雨」190×200cm、1992年�



4．普遍�的な課題と�し�ての感情の表現�

得ないのである。�

　上のように記�し�てくると、美術教育の�未来を構�

想するのが億劫になるかも�し�れない。図工や美術�

は色彩や形体の事柄に関わ�る時間だとすると、問�

題が大きく膨らみすぎてい�るようにも思えるから�

である。�

　そのような戸惑いに対�し�ては、子どもたちをは�

じ�めとする人間の特質をも�う一度考えることから�

始めるのがよいと思ってい�る。大震災を通�し�て私�

たちは生身の人間のかけが�えのなさを心に焼きつ�

けた。�し�か�し�、その大切さは震災によっ�て初めて�

気づかされたものでもない�。これまでもさまざま�

な形で人間の深部に関わり�、その可能性を伸ばそ�

うと�し�てきた。だとすると、これ�までの活動を振�

り返り、それらの妥当性を�問い直すことからも、�

展望は開けるはずである。�

　そのために何より押えて�おくべきは、造形活動�

が人間と重層的に関わりを�もつことだろう。結論�

を先にいうと、感覚・感情�・意識という広がりで�

表現活動の諸層を把握する�ことができると思う。�

その広がりは人間存在の全�体をカバーするものと�

言ってよい。�

　以下に、少�し�順序が入れ替わるが三つ�の柱につ�

いて概括�し�ていこう。�

　近代の公教育制度ととも�に始まる美術教育は、�

教育政策的に「役に立つも�の・実利的なもの」と�

いう性格を与えられる。�し�か�し�、それに対抗する�

ものと�し�て、�「絵を通�し�て子どもたちが感じてい�る�

こと、思っていることが見�えてくる」というよう�

な、人間理解の視点に立っ�た考えが大きくなって�

いくのは周知の通りである�。�

　近代以降の美術を見ても�、ゴッホやアンリ・ル�

ソー、青木繁や関根正二ら�の作品は「人には表さ�

ずにはいられないものがあ�る」ということを教え�

てくれる。そこでの主役は�趣味人の美術における�

ような洗練されたスタイル�や様式ではなく、誰も�

が抱える生きることへのさ�まざまな思いであった。�

そ�し�て、それらを表すことへの共�感は、現在に至�

るまで変わることなく引き�継がれている。�

　子どもたちも同様に、う�れ�し�いこと、辛いこと、�

好きなことなどをさまざま�に表�し�てきた。それに�

よって、自分をうまく保つこ�とができるのだ�し�、�

大人にとっても子どもたちを�理解するための糸口�

になることを私たちは知って�いる。第２次大戦の�

後に再出発する美術教育の原�点を象徴的に表�し�た�

も�の�とし�て、映�画『絵�を�描�く�子�ど�も�た�ち』�（�羽�仁�

進）�と小説�『裸の王様』�（開高健）�があるが、それら�

も、表現する主体である子ど�もたちの内に生�じ�る�

心理的な起伏に主眼をおいて�いる。造形活動は、�

子どもたちの内なる世界を引�き出す力を秘めてい�

るのである。一般的な言い方�をすれば、戦後の美�

術教育は子どもたちが自分の�世界や感情を表現す�

ることに重きをおいてきたと�言ってよい。�

　ところで、そのような考え�方に近年変化が生じ�

ていたことに触れておかねば�ならない。自己の表�

現に傾斜�し�た戦後・20世紀後半の美�術教育は、子�

どもたちの主観中心的な行動�を助長すると同時に、�

造形・美術文化の学習をおろ�そかに�し�てきたとの�

批判が、ゆとり教育への批判�と連動�し�て強まって�

きていた。自分の中にないも�のを学習によって得�

ることで、人間は成長�し�ていく。造形活動に関�し�

ても、いろいろなテーマ、表�現技術や素材、それ�

らを育んだ歴史、日常生活へ�の活か�し�方などがあ�

り、学ぶべきことは多い。自�分を中心におく美術�

教育は、そのような学習の機�会を制限するものと�

し�て批判されるのである。�

　だが、ここでも注目すべき�は、大震災がもたら�

し�た状況の変化がこのような�動きの対極にある考�

え方をあらためて前面に押�し�出�し�ていることであ�

る。胸の内を描くことによっ�て癒されること、あ�

るいはそのように方向づける�ことがなくても、自�

ずと自分の深部に目が向くこ�とを、さまざまなボ�

ランティア活動は再認識させ�てくれる。�「命あって�

こそ」という思いは、自分に�目を向けること、自�

分の気持ちを表すことへと、�人々を向かわさずに�

はおかない。�

　感情や気持ちを表すことは�近代以来の中心的テ�

ーマであったが、昨今の動向�は、胸の内よりもっ�

と表層に近いところにも大き�な関心を示すように�

なっている。表現は人間の奥�底から立ち現れる。�

だが表現する主体のありよう�を考えると、表現以�

前の感覚・感性の問題にも関�心は向かう。造形遊�

びをめぐってよく耳にする「�五感を通�し�て」とい�

う言葉は、そのことを明示�し�ている。ただ�し�、五�
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　社会にそれほど問題が�ないときは、教育の未来�

について、自然と楽天的�な言説が多くなる。新�し�

く開発されたIT技術が、�人間の能力をどのように�

広げ、新たな学習のスタ�イルをどう創出�し�ていく�

か、というような未来論�的な提言を私たちはよく�

耳に�し�てきた。巨視的に見て、�近代工業化の延長�

線上に現代社会もある以�上、技術革新の洗練、充�

実が社会を良き方向へ導�くという考えに賛同する�

人たちは多い。�

　けれども、今年３月の�東日本大震災以降、私た�

ちの間には大きな変化が�見られる。地震や津波に�

よって思い知らされたこ�とは、人間と自然との関�

係は変わることなく原始�的なものであり、少々の�

近代化では何も根本的に�変わりは�し�ないというこ�

とであった。このような�認識を迫られるとき、未�

来への語り口は楽天的な�未来論的なものではあり�

えなくなる。�「命あってこそ」�という思いは、新�し�

い技術を介在させて広が�る自分ではなく、�「いまこ�

こにいる自分」�、�言いかえると存在の原�点へと人々�

の視線を導かずにはおか�ない。未来を思い描くこ�

とは、自分がおかれてい�る状況と向かい合うこと�

から始まっていくのであ�る。�

　ここ数年来の教育動向�の中心は、ゆとり教育路�

線の修正にあったと言え�よう。�

　児童・生徒が内蔵する�ものと学習への自発性を�

重視�し�ようと�し�たゆとり教育は、学習�を緩く�し�、�

そのために学力を低下さ�せるものであったと言わ�

れている。そ�し�てその反動と�し�て、あらためて知�

識・技術の理解・習得を�重視する教育指向が顕在�

化�し�てきたのは、周知のところ�だろう。�

　また、教員養成のカリ�キュラムに目を向けても、�

関連する変化が認められ�る。ゆとり時代の中核的�

科目と�し�て「プロジェク�ト�学習」と、それに連動�

する「総合演習」があった�が、それらは「教職実�

践演習」という科目に取っ�て代わられている。前�

者は、各教科個別の知識内�容を超えてさまざまな�

知識や技術が生まれるベー�スを広い視野で考える�

ことを通�し�て、教育を多様に考えてみる�よう促す�

ものであった。他方後者は�、学校を中心と�し�たい�

わゆる「教育現実」により�多く関わることを目指�

すものとなっている。その�背景には総合学習に向�

けられた「漠然と�し�た学習に陥りかねない」と�い�

う批判が控えていることは�想像に難くない。批判�

者たちは教育への多様な視�線よりも、確実な視点�

を求めているのである。�

　それに対�し�、大震災からの復活の模索�の中から、�

違う動きが見えてきている�。街や村の復興には多�

視点的な視座が求められる�のであり、教育におい�

ても社会のことを総合的な�視点で考える取り組み�

が欠かせないことが、以前�にも増�し�て指摘される�

ようになっている。街のあ�り方を考えるには、歴�

史、地理、産業、仕事、交�通、デザインなどにつ�

いて複合的に視野に入れて�おかねばならないので�

ある。�

　皮肉なことだが、否定的�に捉えられることの多�

かったプロジェク�ト�学習科目は、そのようなこ�と�

を多面的に考えようとする�ものであった。例をあ�

げると、�「多摩�（東京西部）�の自然条件と産業の関�連�

を考える」�「地域探索から考える環�境教育プログラ�

ム」�「持続可能な社会づくり�のための都市と農村の�

比較研究」などのテーマが�掲げられていた。それ�

らは復興活動のベースへと�発展�し�うる素地をそな�

えた学習であったと言えよ�う。�

　このようなゆとり教育否�定以後のね�じ�れを見て�

いると、教育は各教科の領�分に規定されるのでは�

なく、人びとの生きる現実�に応答�し�ようとするリ�

アルな感性によって構想さ�れねばならないことが�

分かってくる。教育の基盤�は、人間そのものと、�

その人間が生きる時代や社�会の核心を考えようと�

する姿勢を欠いては、表面�的なものにならざるを�

特　�集�未来へつなげ�る�造形教育� 第3回 授業をつくる�

2．震災後に�見られる教育の見方の変化�
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感は比喩的な言い方に近�く、造形活動における感�

覚の拡大は「触覚」が軸�になる。�

　手で、体で触ること、�すなわち人間の内部への�

入り口と�し�ての皮膚�レ�ベルで進行する「感じ�るこ�

と」の大切さは広く意識�されている。小学校の図�

画工作科に目をやると、�教科のベースになってい�

ると言ってよいほどであ�る。伝統的な粘土を用い�

た活動から、戸外に出て�ザラザラやヌルヌル、ツ�

ルツルやフワフワという�ような感触の自然物や人�

工物を集め、並べてみる�というような、従来のも�

のづくりとは異なる活動�まで、その幅は広い。そ�

れらの背景には、いろい�ろな素材や材料、環境に�

肌で触れ、直接的に感じ�取ることを通�し�て、子ど�

もたちの感覚や感受性を�柔軟に開いていくことが、�

成長にとって何より大切�であるという、人間の知�

恵が息づいている。�

　生死が示すように、人�間は原始からの生物的特�

性に規定されて生きる生�き物である。新鮮な水と�

酸素、心地よい温度、光�などを必要とすることに�

は変わりはない。教育に�おいては、子どもたちの�

身体の中に蓄えられた人�間の良き特性を引き出�し�

て伸ば�し�ていくことこそが、大切な課�題となる。�

土をこね、木を削り、紙�を折り、色を塗ったりす�

るような営みは高度に発�達�し�た科学技術の時代に�

即応�し�ていないという人たちも�いる。�し�か�し�、そ�

れらは人間の原点を思い�起こさせるからこそ、な�

くてはならないものなの�である。�

　自分自身がどれだけ自�分独自のものによってつ�

くり上げられているかに�ついては、多くの人が心�

もとなく思っているかも�し�れない。�「人の影響を受�

けやすい」という自己分�析があるように、私たち�

は人との関わりの中で世�界をつくっていく。さら�

に、テ�レ�ビ�やインターネッ�ト�がもたらす情報や世�

界イメージの多種多様さ�を考えると、自分の中の�

どれだけが自分のオリジ�ナルか分からなくなる。�

だからこそ、主体的に生�きることを支える取り組�

みが求められる。�

　美術教育においても人�と人の関わり、人と社会�

との関わりを視野におい�た、自分の外に向かおう�

とする活動への関心は低�くない。戦後の前半期に�

は、身のまわりの世界を�見つめ、生きていく上で�

大切なことを気づかせよ�うとする「生活画」の実�

践があった。あるいはい�つの時代でも、ポスター�

づくりのように、自分たち�の考えや活動を発信す�

るための学習が大切にされ�てきた。さらに近年、�

人々が心地よく暮らすこと�のできる環境を生活デ�

ザインの視点から考えよう�とする試みや、子ども�

たちに投げかけられる大量�の視覚的情報への関わ�

り方を考えようとするメデ�ィア・リテラシーなど�

への関心も高まっている。�

　私たちは、日々関わりを�もつものを独自の形で�

受けとめ、�「こうするほうがよい�」�あるいは�「この�

ように過ご�し�ていきたい」などというよ�うに自分�

の考えを示そうとする。美�術教育もまたそのよう�

な課題に関わりうるのであ�り、人の生き方の問題�

に触れることのできる奥行�きをそなえている。�

　大学で、小学校の教師を�目指す人たちへの授業�

の最初には、人間の原始性�に触れる活動をおくこ�

とに�し�ている。理想は泥んこ遊び�や、戸外で自然�

と触れる中での表現活動だ�が、学習環境と時間数�

を考えて内容をスケールダ�ウン�し�ている。入り口�

は紙粘土づくりと、その粘�土を使っての「自分の�

好きなもの」づくりである�。授業回数と�し�ては２�

～３回を想定�し�ている。�

　材料は�ト�イ�レ�ッ�ト�ペーパー、�一般的な文具糊�（ほ�

んとうは小麦粉を炊いて自�製�し�たい）�、�場合によっ�

ては若干の水、それに後で�彩色するためのアクリ�

ルカラー。作業はまず適当�な大きさ・細かさに紙�

をちぎり、それに糊を加え�て混ぜ、１時間ほども�

んでいく。途中で困って�し�まう者もいれば、すん�

なりと滑らかな粘土を生み�出す者もいる。全体に�

共通�し�ているのは、手のひらでも�み続ける中で、�

クチャクチャ、ネチャネチ�ャの感触を濃密に感じ�

ることである。そこにはけ�っ�し�て他の教科では遭�

遇することのない「単純な�世界」が広がっている。�

おも�し�ろさを感�じ�、打ち込んでいる者も�いれば、�

あきれ戸惑っている者もい�る。後者の人たちには�

「人間の中には進化する部�分と、そうでない進化�

を拒む部分があり、このよ�うな作業は馬鹿にでき�

ない」と話すことに�し�ている。�

　第２段階は、自分でこね�た粘土を材料に、好き�

なものをつくり、色を塗っ�ていく。内容的な制限�

はない。そのことから、１�回目と違って、安堵感�

のようなものが流れる。小�学１～２年生で取り上�

げられることの多い題材に�「すきなものをかく」�

があるが、よく知っている�ものを描いたり、つく�

ったりすることは、たの�し�むことに浸れるのがよ�

い。大学生も同じである。�つくり出されるものは、�

マグロやエ�ビ�の握り、餃子や枝豆、ハー�ト�や星、�

ヘ�ビ�やマキウンチなど、実にいろ�いろある。鮮や�

かに彩色されたそれらは、�ごくありふれたもので�

あるからこそ、つくり・表�す奥深い世界に続く入�

り口と�し�て期待できると思う。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　美術教育の多面的な性格�と、小学校の図画工作�

や中学校での美術の授業時�数を同時に考えると、�

気分は暗くなる。多くの内�容を盛り込む余地はな�

いほどまでに削られている�。そのために、入り口�

は簡単で奥行きは深いとい�う教材の開発が求めら�

れる。造形的学習、感覚的�体験、感情表出、時代�

と社会への思考などが重な�り合うような内容を組�

み上げることができれば、�美術教育の課題意識の�

広がりに沿った実践が可能�となる。�

　私はここ数年、�「メッセージ・バッジ」�という題�

材を授業で試行�し�ている。内容は、大き�く見て造�

形的学習と伝達内容の２側�面をもつ。まずバッジ�

であるから、胸につけるこ�とが可能なように、大�

きくても15㎝以内の大きさ�、厚み３㎝位までを骨�

格的な基本条件とする。次�に円・三角形・四角形�

が必ず一つは入ったデザイ�ンにするという条件を�

つける。それらを満た�し�ていれば、幾何学的で�も、�

不定形のものでも、その他�でも、何の制限もない。�

そ�し�てメッセージ・バッジである�以上、伝えるべ�

きメッセージを示さねばな�らない旨の確認をする。�

多難な時代であるからこそ�、さまざまに発言�し�た�

いことがあるはずであり、�人を傷つけるものでな�

ければ、メッセージにタブ�ーはないことを伝える。�

学生たちは、�上記の条件設定に基づいて、�造形面で�

の工夫とメッセージの検討�を並行�し�て進めていく。�

7．授業例�～�
　　�　�小学校教員養成のための授業から�

　試行状況と�し�ては、多くの愛ら�し�い作品が生み�

出されており、悪くないと思�っている。造形面で�

はさまざまな工夫が見られ、�受験準備で創作活動�

と縁がなくなって�し�まった彼・彼女たちも�、ほん�

とうは造形的作業が好きなの�だと感�じ�させられる�

ことが多い。例えば、バッジ�の台紙に段ボールを�

使うに�し�ても、段ボールをはいで波�状のパターン�

を表に出�し�たり、�レ�ースのような布を貼り�込んで�

繊細な演出をするかと思うと�、エアーキャップの�

ブツブツを必要な形に切って�配置�し�た大胆な表現�

を展開するというようにであ�る。�

　ただ、メッセージ面につい�ては、考えさせられ�

ることが多い。多難な時代を�生きる大学生に�し�て�

は単純であっさり�し�過ぎではないかと思う�ことも�

し�ば�し�ばである。�例えば、�「元気？」�「やあ！」�「�し�

ばらく」というような挨拶も�どきのものも少なく�

ない�し�、�第三者には分からないサーク�ルの略称�（イ�

ニシャル）�のようなものも目につく。�視線は、�まだ�

差�し�障りのない内容と個人の�関心の枠内に留まっ�

ているように思われる。当面�の課題は、視線に普�

遍性と社会性がより現れるよ�う取り組みを深めて�

いくことだろう。平和につい�て、経済について、�

就職についてなど取り上げる�ことは少なくないは�

ずである。�

　とはいえ、つくり出された�作品が示す愛ら�し�さ�

への期待感は小さくない。ユ�ーモアの中にシリア�

スな事柄を溶か�し�込んで伝えるというやり�方を確�

立できれば、より多くの人た�ちとコミュニケー�ト�

し�ていく新たな道筋が開ける�と考えている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（�し�ばた　かずとよ）�
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など、自主性や主体性に関わ�ることはすべて単純�

に教えることができない、育�てる部分を多く含む�

能力であると言えます。さら�に、創造性や情操、�

感性なども同様で�し�ょう。�

　これはまさに、�「生きる力」�の多くを占めている�

大切な能力であると考えられ�ます。そもそも極端�

な例を除いて、正�し�い「生きる力」という�ものが�

あるので�し�ょうか。�

　われわれの日常生活は、正�答があるものごと以�

上に、正答がないものごとで�溢れています。つま�

り、与えられた知識や情報を�どのように捉え、活�

用するか、というような相対�的な価値を処理する�

ことが多いのです。�

　新たな課題と�し�て、成熟�し�た未来社会を築き、�

担�う�子�ど�も�た�ち�に�必�要�な�資�質�や�能�力�と�は、�「教�え�

る」�ことができない、�「育てる」�能力が大変多く含�

まれていることに気づきます�。�

　未来社会を築き、担う子ど�もたちを育てる教育�

には、�「造形を通�し�た教育」�のあり方を取り入れる�

ことの必然性が見えてきます�。造形表現活動を通�

し�、例えば、興味や関心、積�極性、選択力や決定�

力、判断力、追究力など、子�どもの自主性や主体�

性を育てるということが大切�になります。�

　�し�か�し�、それでは知識や技術を教�える「造形の�

教育」は不必要であるかとい�うと、そうではあり�

ません。知識や技術を教える�ことも大切です。知�

識は一つの情報と捉えること�もできます。情報、�

技術がなくては、造形表現活�動はできないのです。�

　�「造形を通�し�た教育」�は�「�造形の教育」�を包含�し�

た、ひとまわり大きな理念を�掲げた人間教育のあ�

り方であると私は捉えていま�す。�

　義務教育と�し�ての図工・美術科のあり方�は、�「造�

形の知識や技術を教える教育�」と「造形を通�し�た�

人間教育」との二者択一では�ないということです。�

（3）�　�未来社会を築き、�担う子どもを育てる�図工・�
美術科の「教育課題�／目標」とは�

　私は、成熟�し�た未来の社会では、人と�し�ての尊�

厳が認められていると同時に�、すべての人が自ら�

の生きる意味や価値を、ある�いは主体と自立を追�

求�し�ようとする存在でなけれ�ばならないと考えて�

います。人が生きる意味や価�値は、初めから備わ�

っているわけでもなく、自他�や社会との関係の中�

に自らが見つけ、意味づけ、�価値づけていかなけ�

ればなりません。それには、�そう�し�たこと自体を�

培うべき能力と捉える必要が�あるのです。�

うか。義務教育は、そう�し�た未来に向けた新たな�

課題を�し�っかりと受け止め、応え�ていかなければ�

なりません。�

　義務教育と�し�ての図工・美術科教育も�社会の新�

たな課題と対峙�し�、教科と�し�ての特徴を最大限に�

生か�し�ながら、その責務を果た�し�ていくことが求�

められているのです。�

（2）�　�精神的、人間的な自立を促す、�新たな教育の�
あり方�

　ある程度の経済的な自立�を達成�し�、物質的な豊�

かさを享受�し�ている国が抱えているさま�ざまな課�

題を解決�し�ていくためには、どの�ような資質や能�

力が求められるで�し�ょうか。また、未来の成熟�し�

た社会を築き、担っていく�子どもたちには、どの�

ような「生きる力」を培え�ばよいで�し�ょうか。�

　物質的な豊かさを求め、�子どもたちに造形の知�

識や技術を教え、経済的な�自立を促す教育のあり�

方を�「造形の教育」�とすると先に述べま�し�た。そ�
れに対�し�て、子どもの自主性や主�体性を培いなが�

ら精神的、�人間的な自立を促す教育�のあり方に�「造�
形を通�し�た教育」�があります。�
　この「造形の教育」と「�造形を通�し�た教育」の�

象徴的な違いは、�「正答を求める教育」�と�「正答を�

求めることができない教育�」のあり方ということ�

ができるで�し�ょう。�

　知識や技術には正答があ�ります。�し�か�し�、例え�

ば「人の幸せ」には「正�し�い幸せ」というものは�

ありません。それぞれが違�った価値観をもとに、�

それぞれが感�じ�るもので、他から幸せの�押�し�売り�

はできないのです。�

　私は、�「造形の教育」�を�「�絶対的な価値観」�を背�

景に�し�た教育と�し�て捉え、一方の「造形�を通�し�た�

教育」を「相対的な価値観�」を背景に�し�た教育と�

捉えています。�

　ところで、�「教育」�は�「教」�と�「育」�を組み合わ�

せて「教え育てる」と書き�ます。つまり、知識や�

技術は�「教える」�ものですが、それでは�「育てる」�

は、どのようなものを指す�ので�し�ょうか。そこに�

は「教�え�る」こ�と�が�で�き�な�い�も�の�が�あ�り、�「育�て�

る」に値するものがあると�いうことです。それが、�

例えば、�「幸せ感」ということにな�るのです。�

　また、�「教える」ことはできない�が、�「育てる」�

べきものは他にもたくさん�あります。例えば、子�

どもの興味や関心、積極性�、選択力や決定力、発�

想力、構想力、思考力、判�断力、追究力、総合力�
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（1）�　�知識や技術を教�え、�子どもや国の経�済的な自�
立を促す教育のあ�り方�
　日本は、物質的、経済的�な豊かさを求め、それ�

らを達成するためにさまざ�まな努力を重ねてきま�

し�た。図工・美術科の教育�もそう�し�た国のあり方�

を担い、子どもに知識や技�術を教えることを中心�

的な課題と�し�て教育は行われてきたので�す。�

　これは、子どもに造形の�知識や技術を教え、国�

の経済的な自立を促す教育�のあり方です。これを�

「造形の教育」と�し�ます。それらの成功は、我�が�

国の高度経済成長を促�し�、物質的な豊かさを享�受�

する国をもたら�し�たのです。�

　その一方で、新たな課題�も生まれてきま�し�た。�

「物質的な豊かさは、人を�幸せにする」との仮説�

が崩れ始めたのです。つま�り、物が豊かに溢れた�

環境であっても、人は必ず�し�も幸せになるとは限�

らない、という現実を見る�ことになったのです。�

　教育現場においては、校�内暴力、い�じ�め、不登�

校、引きこもりが生じ、社�会的にはニー�ト�、無差�

別殺人など、以前にはほと�んど見られなかったよ�

うな不幸な状況が出現�し�てきています。物質的�な�

豊かさと人と�し�ての豊かさや幸せ感は、�必ず�し�も�

相関関係にはないというこ�とです。�

　また、東日本を襲った巨�大地震は、ひたすら豊�

かさを求め続けてきた人々�の考え方や価値観を大�

きく揺るがすことになりま�す。特に、経済優先の�

象徴である原発の崩壊と放�射線漏れを起こ�し�た事�

態は、日本の高度な科学技�術やそれらに支えられ�

ていた安全神話が崩れたと�言えるで�し�ょう。�

　こう�し�た日本のさまざまな厳�し�い状況を、どの�

ように受け止め、どのよう�に乗り越えていけばよ�

いので�し�ょうか。まさに�「生きる力」�が求められ�
ているのです。�

　それでは、未来社会を築�き、担っていく子ども�

には、どのような資質や能�力が求められるで�し�ょ�

特　�集�未来へつなげ�る�造形教育� 第3回 授業をつくる�

2．�授業をつくる意味や根拠となる�「教育課�
題／目標」を考える�

造形教育�の�あ�り�方�と�そ�の�「授業デザ�イ�ン�」�
～子�ど�も�の精神的、�人間的な自立�を�促�し�、�「生�き�る�力」�を�培�う�～�

千葉大学　�佐々木 達行�

　読者諸氏である先生方�は、日々、図工・美術科�

の授業を行っていて、当�然のように授業をつくり�

続けているはずです。�し�か�し�、忙�し�さの中では、�

授業をつくることの意味�や方法を考える余裕はな�

いかも�し�れません。�

　当然、授業は、授業を�つくること自体が目的で�

はありません。�し�か�し�、�「どのような授業」�を�「ど�

のような方法」でつくる�のか、ということは授業�

を行う上で最も大切なこ�との一つです。本稿をそ�

う�し�たことの意味や方法を改め�て考えてみる機会�

に�し�ていただけたらと思うので�す。�

　そこで、ここでは先に�記�し�た二つの視点から論�

を述べていくことに�し�ます。�

　一つ目は、�「どのような授業�」�をつくるか�を考え�
てみることです。それは�、授業を通�し�て、どのよ�

うな子どもを教え、育て�たいのか、授業をつくる�

意味や根拠と�し�て「育てたい子ども像�」を考える�

ことであり、具体的な「�教育課題／目標」�、�「授業�

課題／目標」などを掲げ�ることに他なりません。�

　ここでは、現代的な教�育課題と�し�て掲げられて�

いる「生きる力」も含め�て考えていきたいと思い�

ます。それは、３月11日�の大震災と造形教育の意�

味やそのあり方を考える�のに大切な文言と言える�

からです。�

　二つ目は、�「どのような方法�」�で授業をつくるか�
ということです。ここで�は、授業の「デザイン方�

法」と�し�て考えていきます。�

　授業のデザイン方法は�、掲げた「授業課題／目�

標」を達成するために、�どのような方法が適切、�

かつ効果的であるかを「�授業構成論」の視点から�

捉えたものです。�

　限られた紙面であるた�め、どちらもザックリと�

し�た論になるかと思いますが、�未来につなげる造�

形教育のあり方とその「�授業デザイン」について�

の提案です。�

1．は�じ�めに�

・�

・�・�・�・�

・�



　つまり、成熟�し�た未来の社会は、尊厳と主�体、�

自他の関係性、精神的、�人間的な自立などを求め�

ること自体が生きる基盤�となり、それらが生きる�

力に転移すると捉えてい�るのです。�

　それらを考察�し�、図工・美術科の「教育課�題／�

目標」を次のように定義�し�てみま�し�た。�

　�「造形表現活動を通�し�て、�子どもに自主的、�主体�

的、創造的に表現するこ�と、生きることの意味や�

価値を問い、造形的なも�のの見方や考え方、造形�

感覚や感性を培いながら�、他との関係の中に「自�

分�ら�し�さ�（�Identity）�」を�求�め、人�間�的�な�自�立�を�促�

す。�」�*

　この「教育課題／目標�」を分析すると、六つの�

「活動課題／目標」の項�目と�し�て次のようにくく�

り、整理することができ�ます。�

①造形表現活動の快さや�たの�し�さを経験�し�、心を�

開く。�

②造形表現活動を通�し�て相互理解、�人間理解�（コミ�

ュニケーション）�を図る。�

③「自分ら�し�さ」を、あるいは造形的�な課題を自�

主的、主体的、創造的に追究�、発見�し�たり、自�

己表現�し�たりする力を培う。�

④総合的な造形表現活動�を経験�し�、造形的な総合�

力を養う。�

⑤造形的なものの見方や�考え方、造形感覚を養い、�

感性を培う。�

⑥造形的な知識や技能を�養い、造形文化や歴史に�

興味や関心をもつ。�

　これらの「教育課題／�目標」と「活動課題／目�

標」は、相対的な価値観�をもとに�し�た「育てる」�

課�題�を�多�く�取�り�入�れ�て�い�ま�す。⑤�と�⑥�が、�「教�え�

る」要素が多い知識、技�術的な課題となります。�

誌面は限られていますの�で、六つの「活動課題／�

目標」に対する具体的な�「授業課題／目標」につ�

いての説明は省略�し�ます。�

　�「どのような方法」�で授業をつくるか、ここ�から�

は授業の「デザイン方法�」を考えていきます。ま�

ず、授業の「デザイン方�法」を考えるには、どの�

ような授業をつくるか、�つまり授業の「課題／目�

標」が明確に設定されて�いることが前提になりま�

す。�

　授業をつくることの意�味や根拠は、�子どもに�「何�

を教え、育てるか」�、つまり授業の�「課題／目標」�

にあるのです。授業で達成�すべき「課題／目標」�

が変われば、それに合わせ�て授業のデザイン方法�

も変わらなければなりませ�ん。�

（�1）�「教�え�る」こ�と�が�で�き�な�い「課�題�／�目�標」は、�
授業でどのように�「育てる」のか�
　授業で知識や技術は、言�葉で伝えたり示範�し�た�

りするなど指導することが�できます。�

　それでは授業で「教える�」ことができない「課�

題／目標」�、例えば、自主性や主�体性を�「育てる」�

には、どのように�し�たらよいので�し�ょうか。�

　「教える」ことができな�いのですから、子ども�

たちが自主的、主体的に活�動�し�なければならない�

ような状況や環境を意図的�に設定�し�、そこに子ど�

もを追い込んでいくことに�なります。�

　�授業のデザイン方�法とは�、極論すれば�教師が巧�
みに設定する造形表�現活動を行う状況や�環境に子�
どもたちを追い込ん�でいく方法である�と考えても�
よいで�し�ょう。�

　その状況や環境設定は、�授業者の意図である�「授�

業課題」と子どもが活動テ�ーマを解決、追究でき�

そうな範疇、つまり「子ど�もの実態」を考慮�し�た�

ものでなければなりません�。易�し�すぎても難�し�す�

ぎても「授業デザイン」と�し�ては不適切なのです。�

そこに授業の妥当性を見て�取るのです。�

　それでは、次に具体的な�授業の�「デザイン方法」�

について考えていきま�し�ょう。�

（2）�　�授業のデザイン�方法�
　授業のデザイン方法には�大きく分けて二つあり�

ます。�

　一つは�「教師中心型」�のデザイン方法で、�「指示�
型」�、�「示範型」などと言われるも�のです。もう一�

つは、�「児童・生徒中心�型」�のデザイン方法で、�「課�
題追究型」�や�「�問題解決型」�、あるいは�「総合型」�

などと言われるものです。�

①�「教師中心型」の授業�のデザイン方法�
　�「教師中心型」�の授業とは義務教育で広�く一般的�

に行われてきた「指示型」�や「示範型」などのデ�

ザイン方法です。�

　これらは、知識や技術を�短期間、多人数に合理�

的に教えるのに向いている�方法ということができ�

ます。この授業のデザイン�方法は極めて単純、か�

つ明快でデザインが�し�やすいと言えます。それ�は�

「授業課題／目標」と「表�現内容」とが背中合わ�

せの関係にあるからです。�

　例えば、�「絵画」の授業では、�「描く技術を教え�

る」と�い�う�こ�と�に�な�り�ま�す。つ�ま�り、�「絵�画」は、�

授業における�「�表現内容」�の一つの要素である�「表�

現形式」�ということになります。一�方、�「描く技術�

を教える」は、造形の「知�識や技術を教える」と�

いうことで、授業の「授業�課題／目標」というこ�

とです。�

　授業の「表現内容／絵画�形式」と「表現技術を�

教える課題／目標」は、背�中合わせの関係にあり�

ます。�

　つまり、造形の「知識や�技術」を教えることが�

授業の�「�課題／目標」�である場合は、必然的に�「教�

師中心型」のデザイン方法�で授業を行うことが多�

くなるのです。また、この�「教師中心型」の授業�

のデザイン方法は、極めて�単純、明快で分かりや�

すく、絵が描ければ誰でも�教えることができると�

する所以です。�

　これらは、造形の知識や�技術を教える「造形の�

教育」の典型的なデザイン�方法と言うことができ�

ます。�

②�「児童・生徒中�心型」の授業のデザ�イン方法�
　�「児童・生徒中心型の授�業」�とは、民主主義教育�

とともにもたらされた「問�題解決型」�、�「課題追究�

型」�、�「総合型」と言われるような�デザイン方法で�

す。これらは、子どもたち�に課題と�し�ての活動テ�

ーマを与え、造形表現活動�の試行錯誤を促�し�、自�

主性や主体性、自己決定力�や選択力、追究力、総�

合力など、教えることがで�きないような能力を育�

てることに向いているデザ�イン方法であると言え�

ます。�

　これらのデザイン方法が�多少なりとも理解され�

にくいのは、�「授業課題／目標」�と�「�表現内容」�が�

単純につながっていないか�らです。�「表現内容」�は�

「授業課題／目標」を達成�するための手段となり、�

どのような子どもを育てる�のか、�常に�「授業課題／�

目標」と「表現内容」が吟�味されなければならな�

いからです。�し�か�し�、これらの授業のデザイン�方�

法は、�「造形を通�し�た教育」�における中心的、かつ�

重要なデザイン方法である�のです。�

　それは、�教えることができないよ�うな授業の�「課�

題／目標」を、子どもの実�態に合わせ、子ども自�

身が自主的、主体的に活動�し�なければならないよ�

うな状況や環境を意図的に�設定�し�、そこに追い込�

んでいく授業のデザイン方�法であるからに他なり�

ません。�

　未来社会を築き、担う子�どもたちの精神的、人�

間的な自立を促�し�、�「生きる力」�を培う教育を実現�

する切り札となり得る授業の�デザイン方法である�

とも言えるで�し�ょう。�

③�「造形遊び」�は、�「児童・生徒中心�型／課題追究�
型」のデザイン方法�

つまり、表現材料を活動テー�マに、子どもたちの�

造形表現活動を通�し�た試行錯誤を促�し�ていく授業�

ということです。そこでは、�子どもの自主性や主�

体性、自己選択力や決定力、�追究力、総合力など、�

「教える」ことができないよ�うな能力を育てるた�

め、それらを使わざるを得な�い環境や状況を意図�

的に設定�し�ていくデザイン方法とい�うことです。�

　ですから、�「造形遊び」�は、子どもに知識や技術�

を教えて立派な作品をつくら�せることを「授業課�

題／目標」に据えた授業では�ありません。�

　造形表現と�し�て重要な要素である表現対�象や主�

題、表現材料や形式、表現技�術などを自主的、主�

体的に選んだり決めたり、追�究�し�たりするなどの�

能力を育てることを「授業課�題／目標」に据えた�

授業ということになるのです�。すなわち、造形表�

現活動における主体者を育て�ることになるのです。�

　一つの教科が、日本の教育�課題を一手に担うこ�

とはできません。また、図工�・美術科と�し�て行う�

一つ一つの授業は、教育全体�から俯瞰�し�てみると�

ささやかな成果で�し�かないかも�し�れません。�

　�し�か�し�、成熟�し�た未来社会に向け、図工�・美術�

科と�し�て掲げる「造形を通�し�た教育」の「教育課�

題」とその「授業デザイン」�のあり方は、必ず生�

きて働く力に転移すると考え�られるのです。�

　未�来�社�会�を�よ�り�豊�か�に�生�き�る�た�め�の「生�き�る�

力」とは、自他や社会、ある�いは災害などと対峙、�

克服�し�ようとするなど、自らの人生�を自らがデザ�

イン�し�ていくことに他ならないから�です。�

　それは、まさに精神的、人�間的な自立を追求す�

ることでもあるのです。� （ささき　たつゆき）�
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4．お�わりに�

3．�ど�の�よ�う�な方法で�「授業デザ�イ�ン�」�を�す�る�か�

＊参考文献：�
　佐�々�木�達�行『造�形�教�育�に�お�け�る�授�業�デ�ザ�イ�ン�と�授�業�分�
析－授業構造とその構成要素から捉えた授業構成論－』�
東洋館出版社、2011

・�

・�・�・�・�

　前項で、�「児童・生徒中心型」�の授業のデザイン�

方法とその意味について述べ�ま�し�たが、図画工作�

科で行われている「造形遊び�」は、児童を中心に�

据えた「課題追究型」の授業�のデザイン方法です。�



　絵をかいたり、�ものをつくっ�

たりすることが大�好きな２年生。�

手を存分に働かせ�ながら自分な�

りの表現をたの�し�む子どもたち。�

また、作品をつく�りながら、友�

だちどう�し�の造形的な交流も見�

られるようになっ�てきた。�

　授業で、新聞紙�を主材料と�し�

て、体全体を使って�材料と積極�

的にかかわりながら�表現活動の�

たの�し�さを体感するねらい�で、�

造形遊びを行った。�

　グループの真ん中�に置かれた�

テーブルの上には、�たくさんの�

広げた新聞紙が積ま�れてある。�

まずは一人一枚の新�聞紙を自由�

に手で触って、�感�じ�た特徴を伝�

え合う。�「ざらざら�し�ている。�」�

「すぐにく�し�ゃく�し�ゃになって、�

やぶれそう。�」�「墨のようなに�お�

いがするよ。�」�子どもは思い思�い�

に触った感じを�伝え合う。�

　次は、新聞紙�をただの大きな�

紙から形を変身�させる方法を考�

えてみようと投�げかけた。新聞�

紙を自由に操作�し�ながら形を変�

える方法を試�し�ているうちに、�

すぐに造形的な�交流が始まり、�

いろいろと試�し�ながら、気づい�

たことを口々に�伝え合っていた。�

　試す時間をつ�くった後、見つ�

けた変身の仕方�について発表さ�

せた。子どもた�ちから出された�

方法は、�「折る」�「丸める」�「ね�じ�

る」�「ちぎる」�「包む」�「はり合せ�
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いうこともありま�す。�

　それらに丁寧な�説明文をつけ�

ませんが、私の心�の声は、見る�

人それぞれの感覚�で受け取って�

くれたようです。�一つ一つ、う�

れ�し�い反応、たの�し�い変化があ�

りま�し�た。廊下に展示�し�ている�

前で、何人かで話�し�ながら作品�

を見ている子ども�たち。普段の�

授業では見られな�い姿を、子ど�

もの作品から感じ�取る教職員た�

ち。展示から、学�校中に美術の�

広がりが感じられ�ま�し�た。美術�

は、美術室だけで�行うのではな�

く、美術室から飛�び出�し�たって�

いいのだと思いま�す。�

（は�し�もと　ゆきえ）�

　�「美術ってさ、�何を教えている�

の？」と聞かれたと�きの言葉が�

忘れられません。�「難�し�いことを�

教えているんじゃな�いのか」と�

思われたので�し�ょう。�私は、�「い�

いえ、何も難�し�いことはやって�

いませんよ。ほかの�教科と同じ�

ように学習時間を大�事に�し�てい�

ます。確かに、好き�嫌いはある�

かも�し�れませんが、それは�どの�

教科も同じで�し�ょう」と答えま�

し�た。�し�か�し�、その時の会話は�

思ったように進みま�せんで�し�た。�

そこから、私の気持�ちの中で、�

「美術を見せるぞ＆�知らせるぞ�

プロジェク�ト�」が発動�し�ま�し�た。�

　鑑賞の場は日常の�中にたくさ�

んあります。とにかく�多くの作�

品に触れ、見る機会を�つくりま�

し�た。授業で取り組ん�だ作品は、�

全て展示。平面は壁面�に、立体�

は廊下に展示�し�ま�し�た。当初は�

職場で多少戸惑われま�し�たが、�

そこはあえて気づかな�いふりを�

し�て、とにかくどんど�ん展示�し�

ています。�

　子どもたちの作品だ�けではあ�

りません。指導資料の�掛図や、�

道内で行われる美術展�のチラシ�

やポスターも、コーナ�ーを作っ�

て知らせます。少�し�でも見て、�

触れて、感じてほ�し�いとの思い�

からです。校内に美術�の存在感�

を大きくアピール�し�たかったと�

　�

　八王子の小さな�学校の図工室。�

し�か�し�、そこは、無限の�可能性�

を秘めた子どもた�ちが、自由に�

活動するところ。�全く自由にも�

のを考え、発想�し�たり、つくっ�

たり、過去や未来�に思いをはせ、�

自分の考えや気持�ちを伸び伸び�

と表すところ。�

　この小さな図工�室で修行を重�

ね、いつかは世界�を見つめ、地�

球規模でものを考�える国際人と�

し�て活躍できる人に育っ�てほ�し�

い、そ�し�て人間と�し�ての豊かな�

人生を送れるよう�になってほ�し�

い。また、自分の�もっている力�

やよさを知り、そ�れをさらに伸�

ば�し�、自分の存在に価値�を見い�

出すようになって�くれることが�

私の願いです。�

　赴�任�し�た�て�の�今�の�学�校�も�廊�

下・教室・掲示板な�どをさまざ�

まに活用�し�、子どもたちの�作品�

をたくさん紹介�し�ていこうと考�

えています。子ども�たちの魅力�

的�で�、�夢�に�あ�ふ�れ�る�作�品�が�い�っ�

ぱいの文化的な香り�のする学校�

に�し�たいからです。�

　また、学校のホー�ムページで�

も�授�業�で�制�作し�た�作�品�や�、�子�ど�

もたちが自分ら�し�く造形活動を�

たの�し�んでいる様子をほぼ�毎日�

紹介�し�ています。家族や地�域の�

方々からのリアルタ�イムな賞賛�

もあり、子どもたち�はさらに意�

欲を高めています。�
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大�き�な�紙�を�使�っ�た�ら�…�

岩手県盛岡市立緑が丘小学校�
大野　�誠�

図工室か�ら�世界�の�大空�へ�
松野　�一也�（東京都八王子市立�中野北小学校）�

　毎日の�

教材研究�

がたの�し�

くて�し�か�

たありま�

せん。今�

までの中�

学校や海�

外での経験をも�とに教材研究を�

すればするほど�、子どもたちの�

瞳が輝いてくる�ことがうれ�し�い�

です。�

　今後も目の前�の子どもたちが�

生き生きするよ�うな授業をつく�

っていきたいと�思います。�

（まつの　かずや�）�

美術室か�ら�飛び出�そ�う�
橋本　�幸枝�（北海道岩見沢市立明�成中学校）�

点と�し�て与え、時間い�っぱい自�

由に取り組ませた。�「ねえ、�新聞�

紙を丸めてみようよ。�」�「これを�

包んだら大きなキャン�ディーが�

できるよ。�」�「新聞紙をつなげ�て�

大きな紙に�し�よう。�」�「服をつく�

ってみよう。�」�「ねじって、ど�ん�

どんつなげてみよう。�」�子どもた�

ちの表現活動は実に多�様であり、�

友だちと一緒に活動�し�ながら見�

つけたことを紹介�し�合い、どん�

どん活動を広げていっ�た。�

　活動�し�ていくうちに、つく�り�

たいものがイメージで�きて、形�

に仕上げていく子がい�れば、ね�

じ�ったり切ったり�し�たものをど�

んどんつなげていく子�、活動そ�

のものをたの�し�んでいる子もい�

て、体全体の感覚を働�かせなが�

る」など、実にさま�ざまだった。�

材料とのかかわりを�深め、感覚�

を通�し�て材料の特徴を感じ�取っ�

た子どもたちであっ�た。また、�

試す活動を通�し�て、早速、こん�

なことを�し�てみたいといっ�た、�

次の活動への見通�し�をもつ子ど�

もも見られた。�

　�「新聞紙を変身さ�せながら、�た�

の�し�い�こ�と�を�見�つ�け�て�み�よ�

う。�」と投げかけ、�さまざまな操�

作を試みながら思い�ついたこと�

を活動する時間であ�る。新聞紙�

は何枚でも使ってよ�いこと、試�

す活動の中で見つけ�た操作方法�

を生か�し�て、自分がやって�みた�

いことを自由にやっ�てみること、�

友だちと協力�し�て取り組んでも�

よいこと、この３点�を活動の視�

ら表現をたの�し�む児童の様子が�

うかがえた。�

　最後に、新聞紙�の変身で見つ�

けたたの�し�いことを紹介�し�合う�

発表会を行った。�「やっているう�

ちに、龍に見えて�きた。�」�「ね�じ�

って丸めたら、マ�ラカスに見え�

てきたので、次は�かぶりものを�

つ�く�っ�て�踊�っ�て�み�た�い。�」な�ど、�

試�し�たことやできたこと�を紹介�

し�ながら、友だち�と表現活動が�

できた喜びを感じ�ていた。�

（おおの　まこと）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�室�美　�術　�室�
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で、�色に対する意識も高められる�と考える。�（②）�

（3）�　�形を思いついたら、のりで貼�り合わせ、目を�

入れたり、ク�レ�ヨンでかき足�し�たりする。�

・色や大きさの違うシール�を組み合わせて表情の�

ある目玉をつくっておき�、児童が選んで貼れる�

ようにする。ク�レ�ヨンで目を直接かきたい子�は�

そうさせてもよい。�

＊目をかき入れたとたんに�、紙切れが生き物に変�

わる。児童も感情移入�し�やすくなり、一気に発�

想が広がる。そこからさ�らに形を変えたり、ク�

レ�ヨンで色や模様をかき足�し�たりと、活動も活�

発になる。生息する環境�や食べ物、特徴や好き�

なことなどについて問い�かけると、さらに想像�

が広がる。�（③）�

（4）�　�ビ�リーと一緒にいる自分を想�像�し�、台紙に�ビ�

リーを貼って自分とまわ�りの様子をかく。�

・�「�仲�良�し�のビ�リ�ー�と�自�分�が�た�の�し�く�お�散�歩�し�て�

いるところを絵に�し�よう。�」�つくりながら考えた�

ビ�リーの特徴などをもとに、自�分との関わりや�

状況を想像�し�、表�し�たい様子に合わせて台紙�の�

色を選ぶ。�ビ�リーを貼り、自分をかき�込んだら�

まわりの様子をク�レ�ヨンでかく。�

＊�ビ�リーと自分との関わりについ�て想像すること�

で、身近な友だちと�し�ての具体的なイメージ�を�

もつことができる。児童�がたの�し�いお話をふく�

らませながらかいていけ�るように声をかける。�

（③）�

　この題材は�ビ�リーをつくる活動と絵に�表す活動�

の２次構成になっている。�第１次だけでも三つの�

視点を網羅�し�、まとまりのある活動をす�ることは�

できるが、自分との関わり�を考えさせることでさ�

らに思いを広げたり、表現�を深めたりすることが�

できると考え、第２次を設�定�し�た。�

　児童は、この題材をとて�もたの�し�んでおり、�ビ�

リーと自分のお話や展示さ�れた友だちの�ビ�リーに�

ついて考えたことを、活動�が終わってからもたく�

さん話�し�に来てくれた。児童の心�に根を下ろすこ�

とができたという点で、成�功であったと言えると�

思う。今後も児童の心に響�く題材を考えていきた�

い。� （きぐち　けいこ）�

教材研究�
小　�学　�校�

　現任校で１年生の図工�の授�

業を受けもって３年にな�る。�

東京都の小学校は図工専�科を�

置いているが、低学年の�図工�

は担任が受けもつ学校も�多く、�

図工専科が１年生を指導�する�

機会はさほど多くない。�私も�

前任校では１年生を受け�もっ�

ていなかったので、教科�書や�

題材集を参考に、試行錯�誤�し�

ながら日々の授業に向か�って�

いる。�

　題材を考えるときに、�自分�

なりに気をつけているこ�とが、�

①材料とかかわること、�②形・色を意識すること、�

③想像力を生かすことの�３点である。これらの三�

つの視点から教科書の題�材を再構成�し�た「題材」�

を紹介する。�

○題材名「�ビ�リーとおさんぽ」�（A表現�（２）�）�

　　　　　第１学年対象�・３時間扱い�

○目標�

・ちぎった紙の形から想�像を広げ、組み合わせた�

りかき加えたり�し�ながら、不思議な生き物�をつ�

くる。�

・不思議な生き物の特徴�や自分との関係について�

想像�し�、絵に表現する。�

○材料・用具�

　黒・白の色画用紙�（八つ切り）�、ク�レ�ヨン、のり、�

丸いシール�（大きめのものと小さめの�もの）�、色�

画用紙�（四つ切り）�

1．は�じ�め�に�

（1）�　�活動について知り、意欲をも�つ。�

・紙をちぎった形から友だ�ちの�ビ�リーをつくり、�

最後に自分とビリーがた�の�し�んでいるところを�

絵に表すことを伝える。�

（2）�　�紙をちぎったり並べたり�し�ながら、�ビ�リーの�

形を探す。�

・�「�ビ�リーは生まれる時にビリッ�と音が�し�ます。�」�

八つ切りの画用紙を破い�たりちぎったりする。�

＊一気に破いたり、少�し�ずつ丁寧にちぎったり�、�

いろいろな方向から破い�たり�し�て、紙の繊維の�

方向や柔らかさの中の抵�抗感など、紙の触り心�

地を十分に感じさせる。�（①）�

・いろいろな形の紙を並べ�たり重ねたり組み合わ�

せたり�し�て、�ビ�リーの形を思いつく。�

＊�ビ�リーをつくる紙は、形への意�識を高めるため�

に黒か白に限定�し�た。子どもたちがどちらか�を�

選んで使うが、友だちと�色違いの紙切れを交換�

し�て使ってもよい。�白�・�黒を地色にすれば、�かき�

足�し�のク�レ�ヨンの色が明るくはっきり�見えるの�

ビ�リ�ー�と�お�さ�ん�ぽ�
東京都足立区立千寿�第八小学校　�木口　�恵子�

2．題材�に�ついて�

○活動の流れ／＊上記①�～③の視点との関わり�

3．おわりに�



徒も、時間とともに自分の�主題を表現することに�

集中�し�ていく。そこには表現する�ことのたの�し�さ�

を味わい、能力を発揮する�生徒の姿があった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�　�第４時「私の視点…マイ・�ド�ローイング！」�

　自分の作品の魅力を他者�に伝えるために、デジ�

タルカメラで動画を撮影�し�た。まず生徒自身が発�

想�し�た主題や表現のよさ、おも�し�ろさに気づき、�

どのような構図や効果、ナ�レ�ーションで撮影すれ�

ばよいかを試行錯誤させる�。その際、形や色彩、�

材料などの特徴をもとに、�イメージをとらえるよ�

うに�し�た。�

　この活動は、思考力・判�断力・表現力などが一�

体となって発揮される学習�活動であると考える。�

またナ�レ�ーションを考え実践する�活動は、�〔共通事�

項〕を意識�し�た言語活動そのものである�。そ�し�て�

動画を撮影する活動は、生�徒のナ�レ�ーションから�

は積極的に自己の作品を評�価する言葉が数多く聞�

かれ、自己評価を充実させ�る活動になっていた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（5）�　�第５時「私の表現…今の気持�ち」�

　生徒が前時に撮影�し�た動画を学級全体で鑑賞�し�

た。他者の作品から表現の�多様性を感�じ�取るとと�

もに、主題や表現意図をど�のように表現�し�、他者�

へ伝えようと�し�たのかを感�じ�合えるように�し�た。�

撮影された動画は１分前後�のもので、生徒にとっ�

て動画を視聴することは生�活に密着�し�た行為なの�

で、自然に集中�し�て鑑賞することができ�た。�

　�「主題を生み出す」�ことへの指導と評価に�あたっ�

ては、生徒が「何を描きたい�のか、何をつくりた�

いのか、どういう想いで表現�し�ようと�し�ているの�

か」を読み取り、教師がその�主題をよく理解する�

ことが必要である。そのため�には、生徒一人一人�

の作品の表現意図を読み取る�方法を工夫�し�なけれ�

ばならない。子どもの作品に�対する想いを読み取�

る方法にはさまざまな方法が�あり、作品カー�ド�な�

どの記述された文章に頼る部�分が多いのではない�

だろうか。�

　本題材において動画を撮影�することは、生徒一�

人一人の作品の表現意図を読�み取る方法の工夫で�

あり、指導と評価の手立てで�あると考えた。撮影�

された動画は生徒の作品を見�つめる視点と同時に、�

生の声が記録されている。こ�の動画は教師が「子�

どもの作品を見る」ことを再�考する大きなきっか�

けになる。これは評価�（指導）�を「どんな能力を発�

揮�し�たのか」という視点で改�善�し�ていくことにつ�

ながると感�じ�た。�

　美術だからこそできる造形�表現�（作品づくり）�の�

必要性や大切さは変わらない�。だが、時間数の少�

なさを嘆きつつ、これまでと�変わることなく題材�

数を絞り、長時間かけて作品�をつくらせることだ�

けでは、美術教育に求められ�ている「美術で育て�

るべき能力」の育成は難�し�いのではないだろうか�。�

　３年間での115時間を見通�し�、�題材を積極的に見�

直�し�、柔軟にバランス良く再�構築�し�ていく努力が�

今の美術教師には求められて�いると、改めて実感�

し�た実践である。�

（あんどう　ひでのぶ）�
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～�ド�ロ�ー�イ�ン�グ�への挑戦�と�動画�に�よ�る�作品紹介～�

＊参考文献：�
　三�澤�一�実「自�分�を�つ�く�る�美�術�教�育」�、�『�造�形�ジ�ャ�ー�ナ�
ル』Vol.56-1、開隆堂出版、2011、pp.10-11
＊参考実践：�
　所�沢�市�立�林�小�学�校�５�年�生、�「ボ�ク�の�家�に�あ�そ�び�に�お�い�で�
よ」�、�星真弘教諭、�所沢教育センター、�2011.2.19（動画機�
能を活用�し�た鑑賞活動及び自己評価の充実のための取り�
組み）�

あ�ふれ�る�想�い�、�私�の�視点�

埼玉大学教育学部�附属中学校　�安藤　�栄信�

4．子�ど�も�の想い�を�読み取�る�

5．美術で育て�る�べ�き�能力�

　新学習指導要領によっ�て整理された、�「美術で育�

てるべき能力」に基づい�た授業を効果的に実践�し�

ていくことは、時間数の�少ない美術科を担う美術�

教師の使命である。子ど�もを伸ばすためにある指�

導、そ�し�て�評�価�に�つ�い�て、�「美�術�で�育�て�る�べ�き�能�

力」という観点から再考�し�なければならないとい�

う考えのもとに本題材を�実践�し�た。�

　本題材は、�ド�ローイングを通�し�て表現方法を思�

考・判断�し�ながら主題をもって自己表�現する活動�

と、表現�し�た作品をデジタルカメラの�動画撮影機�

能で撮影�し�、自他の動画を鑑賞する活�動からなる�

第２学年の題材である。�

　�ド�ローイングを、小学校での�学びと中学校での�

学びの連続性を生か�し�、さらに発展させてい�く取�

り組みと�し�て位置づけ、表現の多様性�に気づき、�

自己と向き合いながら発�想�し�たことを形や色彩な�

どで表現�し�ていくたの�し�さを味わわせるとともに、�

思考力・判断力・表現力�などを高めていくことを�

目的と�し�た。また相互鑑賞する活動に�おいては、�

完成�し�た自己の作品を動画で撮�影�し�、生み出�し�た�

主題や表現のよさ、おも�し�ろさを、自己評価や相�

互評価をもとに�し�ながら気づくように�し�、個々の�

鑑賞の能力を高めていく�ことを目的と�し�た。�

　このように思考・判断�し�ながら表現�し�たり鑑賞�

し�たりすることのたの�し�さを味わいつつ、造形的�

な創造活動の基礎的な能�力を育てたいと考え、本�

題材に取り組んだ。�

（1）�　�第１時「おもいっきり！　�らくがき」�

　�ド�ローイング作品を鑑賞�し�「おもいっきり、ら�

3．授業�の実際�

くがき�し�てみよう！」そんな提案�で始まる授業。�

教�室�の�前�に�は�た�く�さ�ん�の�描�画�材�料�（�色�鉛�筆�・�クレ�

ヨン・油性ペン・カラーペ�ン・水彩絵の具・マー�

ブリング用インク・墨汁な�ど）�。�上質紙や画用紙に�

枚�数�の�制�限�を�設�け�な�い。�「ど�ん�な�描�き�方�をし�て�も、�

何を描いても何枚描いても�よい。�」�中学校２年の生�

徒が勢いよく道具に集まり�、あっという間にさま�

ざまな形や色彩が思い思い�の方法で描かれていっ�

た。�

（2）�　�第２時「実験！　�発見！　�こんな描き方！」�

　新たな表現方法を模索す�るという目的をもたせ�

描く中での試行錯誤を�し�た。パネルに貼ったり�ス�

クリーンに映�し�たり�し�た他者の表現から刺激を�受�

け、生徒自身の思考・判断�が活性化�し�ていくよう�

に�し�た。この試行錯誤する場面で�は、小学校段階�

での多様な描画方法の経験�も発想の源となり生か�

されていた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（�3）�　�第�３�時「あ�ふ�れ�る�想�い�…�マ�イ�・�ド�ロ�ー�イ�ン�

グ！」�

　自己の内面を深く見つめ�考えたことから、主題�

を生み出�し�、�作品と�し�て描く。�「今、�この瞬間の自�

分の気持ち」を大きなテー�マと�し�、一人一人が自�

分の表現に取り組んだ。こ�れまでの�ド�ローイング�

を通�し�た表現学習をもとに、自分�の表現意図に合�

う表現方法を工夫�し�ていった。生徒は主題に一�番�

適�し�た紙と道具、表現方法を選択�し�て描いていく。�

最初は友だちとわいわい語�りながら描いていた生�

1．は�じ�め�に�

2．題材�に�ついて�
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　�「地域とかかわり、�いきいきと造形活動に挑む�児�

童の育成」を研究テーマに�、これまで地域の人・�

造形物・空間や場とのつな�がりを大切に�し�ながら�

造形活動を展開�し�てきま�し�た。�

　今回紹介するのは、今年�で40回目となる「佐賀�

城下栄の国まつり」に手作�り衣装と御輿で参加�し�

ようというプロジェク�ト�です。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　総合的な学習の時間と関�連させて、街頭インタ�

ビ�ューに出かけ、地元の方�の思いを調査�し�た結果、�

この「まつり」には、地元�商店街の活性化、東日�

本へのエール、�築城400年を迎えた佐賀城�のお祝い�

という人々の思いが込めら�れていることがつかめ�

ま�し�た。�

　そこで、佐賀城の鯱を御�輿のデザインに取り入�

れ、パ�レ�ー�ド�の衣装を大名行列風にする�ことに�し�

ま�し�た。自分たちがパ�レ�ー�ド�に出場することで、�

「まつり」が盛り上がり、�佐賀はもちろん日本が�

元気になるように願いを込め�ま�し�た。この考えに�

賛同�し�、�ともに活動�し�て下さったのが、�「鍋島三十�

六萬石大名行列まつり振興委�員会」と佐賀大学文�

化教育学部美術工芸課程の学�生有志による「佐賀�

芸術物語」です。�

　大名行列風の衣装というこ�とで本物の裃から型�

紙をつくり、そこから人々を�元気に�し�たいという�

願いを込めて色とりどりの衣�装をつくりま�し�た。�

　御輿は、鯱の鱗に商店街や�東日本を元気づける�

ためのメッセージを一人一人�が書いて、大学生と�

ともに完成させま�し�た。�児童は、�鱗の配色、�段ボー�

ルの補強の仕方など、共同製�作を通�し�て多くのこ�

とを学ぶことができま�し�た。�

　本番の「まつり」では保護�者や地域の方に喜ん�

でもらい、みんな達成感に満�ちあふれていま�し�た。�

　�「生きる力」�を育むために造形教育が担う�役割は�

大きいです。今後もそのこと�を児童の輝く姿を通�

佐�賀を�、そ�し�て�日�本を�元�気�に�する造�形�活�動 

し�て地域に発信�し�

ていきたいです�し�、�

児童にも造形活動�

と自分たちの生活�

が密接に関係�し�て�

いることを実感�し�

てほ�し�いと考えて�

います。�

（�と�み�な�が　�ち�あ�き�）�

佐賀大学文化教育�学部附属小学校　�冨永　�千晶�

み�こ�し�

し�ゃち�

か�み�し�も�

う�ろこ�

　名古屋市から南南東約�30㎞に位置する碧南市。�

古くから矢作川と衣浦湾�の水運を利用�し�て、三州�

瓦、醸造、鋳物などの産�業が発展�し�た地域です。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　藤井達吉は、明治14年�（1881年）�碧南に生まれた�

美術工芸家です。東京に�出て高村光太郎や岸田劉�

生、富本憲吉ら多くの芸�術家と交流を深め、吾楽�

会、フュウザン会、国民�美術協会、装飾美術家協�

会、无型などのグループ�に名を連ねま�し�た。雑誌�

『主婦の友』�に手芸制作法を執筆�し�たほか、�『美術�

工芸の手ほどき』など数�多くの著作や論評も発表�

し�ています。また、官展に工芸�部門を開設するよ�

う運動するなど、日本の�工芸を発展させるために�

さまざまな努力を�し�ま�し�た。�

　昭和を境に東京を離れ�た藤井は、郷土の美術工�

芸の発展に力を注ぎま�し�た。そのため中央の美術�

界からは次第に忘れ去ら�れ現在に至ります。�し�か�

し�、一貫�し�て主張�し�た�「手作りの大切さ」�「生活に�

密着�し�た芸術と�し�ての工芸」�「自然の美�し�さから学�

ぶ」ことは、私たちが藤�井の存在とともに見直す�

べき考え方です。�

　碧南市藤井達吉現代美�術館は、藤井達吉の顕彰�

という地元の篤い思いを�受け、平成20年に開館�し�

ま�し�た。�

　美術館が地元にできた�結果、より専門的に藤井�

の足跡を伝えていくこと�ができるようになりま�し�

た。藤井の母校である棚�尾小学校では、藤井の業�

績を調べ、学芸会で発表を�するなどの活動を長年�

行ってきま�し�たが、今までは藤井の人物�や作品に�

触れる授業が中心で、作品�制作を通�し�て藤井の思�

いに触れることはありませ�んで�し�た。美術館がで�

き教員との交流をもったこ�とで、美術館スタッフ�

を出張講師と�し�て学校へ派遣�し�、図工の授業の中�

で藤井が手がけた継色紙や�水墨、屏風絵を体験す�

る機会が生まれたのです。�作品は「碧南子ども造�

形展」に展示発表され、と�ても好評で�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　このほか美術館では、土�日や夏休みなどの休日�

に地元の作家を講師に招き�、子どもたちに造形活�

動を体験する「子どもワー�クショップ」や「親子�

ワークショップ」を行って�います。また、子ども�

からお年寄りまで自由に作�品の発表ができる「ア�

ンデパンダン展」を隔年で�開催�し�ています。こう�

し�た活動から、第二第三の�藤井達吉が生まれるこ�

とを願っています。�

　藤井達吉の創作活動は幅�広く自由で、図工や美�

術で取り上げるには最適で�す。今はまだ漠然と�し�

た郷土作家の紹介と�し�て教育されている段階で�す�

が、造形教材と�し�ての継色紙の位置づけ�と藤井達�

吉の美術教材と�し�ての役割を�し�っかり研究�し�てい�

くことが必要で�し�ょう。� （はぶ　かずひこ）�

1．藤井達吉�を知っていますか�

2．藤井達吉�の精神をつなぐ教育活動�

3．これか�らの課題�

や�は�ぎ� きぬうら�

む�けい�

あつ�

つぎ�し�き�し�

造形ピックア
ップ�

～藤井達吉の教えを子どもたちに～�

地　�
�
域　�
�
の　�
�
ア　�
�
ー　�
�
ト�
�

藤井達吉現代美術館と碧南市の美術教育�
へき� なん�

藤井達吉� 藤井達吉「草花図」�

子どもたちの制作の様子�

藤井達吉「継色紙」�

子どもたちの作品�

碧南市藤井達吉現代美術館学芸員�土生 和彦�

造 形 プ ラ ザ

○埼玉大学教育学部附属小学校�
　第79回小学校教育研究協議会�

日時： 2012年２月７日（火）、８日（水）　�

　　　受付 12：30～、授業開始13：00～�

会場： 埼玉大学教育学部附属小学校　�

内容： 公開授業、教科別分科会（図画工作は７日）�

問い合わせ先： TEL 048-833-6291�

ホームページ： http://www.fusho.saitama-u.ac.jp/

「自己を磨く児童を育てる授業の創造」�

○第１回  墨アートフェスティバル2012　�
　            ～墨アート講座～�

日時：2012年２月11日（土）、18日（土）　�

　　　受付 9：30～、10：00～16：00�

会場：奈良県文化会館２F　集会室A／B�

内容：墨アート講座、墨アートフェア、記念講演�

問い合わせ先： TEL 0745-23-0795�

ホームページ：http://www.cam.hi-ho.ne.jp/sumi-art/npo/

「『墨』を使った『アート表現  墨アート』の体験」�
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新学習�
指導要領�
対応�

図画工作科�

評価�のしかた�

よくわかる�

『目標と内容』をとらえた『授業づくり』で�
子どもが育つ評価ができる�

佐々木達行／小林貴史 編著�
■全3冊シリーズ（低学年編・中学年編・高学年編）�
■B5判／96ページ・オールカラー�
■定価  各2,415円（本体２,３００円）�

■藤澤英昭／監修�

□B5判／96ページ（カラー）+資料16ページ付き�

□定価  2,415円（本体2,300円）�

■石賀直之  西村　行  三澤一実／共著�

移行期から役立ちます！�

ビジュアル解説�

図画工作科�
学習指導要領�

よくわかる�

授業への生かし方�

新学習指導要領�

を読み解く�

豊富な作例�
や活動例で�
学習指導要領を解き明かす、これ
までにないわかりやすい解説書です。�

ビジュアルに�


